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「内部統制システムの構築に関する基本方針」の一部改定に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 27 年 7 月 24 日開催の取締役会において「内部統制システムの構築に関する基本

方針」の一部改定を決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 これは、「会社法の一部を改正する法律」（平成26年6月27日 法律第90号）及び「会社法施行規

則等の一部を改正する省令」（平成27年2月6日 法務省令第6号）が平成27年5月1日に施行された

ことに伴い、一部改定するものであります。 

改定後の「内部統制システムの構築に関する基本方針」は下記のとおりです。 

 

 

 

記 

 
 

内部統制システムの構築に関する基本方針 
 
１．取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

当社グループの社会的信頼の維持、業務の公正性を確保することを目的としてコンプライア

ンス委員会を設置する。コンプライアンス委員会は役員及び従業員の行動規範として、コンプ

ライアンス基本方針を定め、これを基にしたダイトロングループ行動憲章を制定し、これらの

浸透を図ることとする。 

取締役会は取締役会規定に基づき月１回これを開催することを原則とし、取締役間の意思疎

通と相互の業務を監督することとする。また、社外取締役が取締役会に参加することにより、

経営の透明性と健全性の維持に努めることとする。更に、各取締役の職務執行について社外監

査役を含む監査役会がその定めによる監査方針に従い監督強化を図ることとする。 

 

２．当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

取締役の意思決定又は職務の執行に係る情報は文書管理規定に従い文書又は電磁的媒体

（以下、文書等という）に記録し、保存することとする。また、取締役及び監査役は常時こ

れらの文書等を閲覧できることとする。 

 

３．当社及び当社の子会社の損失の危険の管理に関する規定その他の体制 

当社グループのリスク管理を体系的に行うことを目的としてリスク管理規定を制定し、リ

スク管理責任者及び各部署でのリスク管理担当者を任命する。また、それらを統括する組織

としてグループリスク管理委員会を設置して、未然防止対策の策定及び進捗管理を行うと共

に、有事の際の迅速かつ適切な情報伝達と緊急体制を整備することとする。 

 



 

４．当社及び当社の子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

経営環境変化に対応し現場における意思決定をより迅速にするため、執行役員制度を導入

し、意思決定・監督機能と業務執行機能及び責任の分担を明確にすることとしている。その

他、組織規定・業務分掌規定・職務権限規定・稟議規定を制定し、それぞれの業務の責任及

び執行手続の詳細について定め、その適切な運営を図ることとする。 

子会社については、当社の基準に準拠した職務権限等を規定し、その適切な運用を図るこ

ととする。 

 

５．当社及び当社の子会社の使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため

の体制 

役員及び従業員の行動規範としてコンプライアンス基本方針を定め、これを基にしたダイ

トロングループ行動憲章を制定し、これらの浸透を図ることとする。 

企業内不祥事の未然・拡大防止を目的として、第三者機関を情報提供先とする内部者通報・

相談窓口「ダイトロングループ・コンプライアンスホットライン」を設置する等、法令違反

又はそのおそれのある事実の早期発見に努めている。なお、違反の疑義があるような行為が

発生したときには、リスク管理規定に基づき迅速な情報収集・対処と情報開示を適時適切に

行うこととする。 

法令に則した諸規定を制定しており、監査室はその遵守状況について監査を行い、取締役

並びに監査役会に報告することとする。 

 

６．当社の子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制 

当社のグループ各社の取締役等は、グループ経営管理規定に基づき、法定事項に加え当社

及び当社グループ各社に重大な影響を及ぼす事項について当社に報告することとする。 

 

７．当社及び当社の子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

当社の取締役会は会長・社長及び主要な子会社の社長並びに社外取締役で構成し、常にグ

ループレベルでの経営状況を把握し、グループ企業価値最大化に向けた中長期の経営課題や

重要案件について迅速な意思決定を行い、グループ全体の企業統治の一層の強化を推進する

こととする。 

 当社グループの多様性を活かし、より強力にグループ経営を推進するため、グループ経営

戦略室を設置して戦略立案を行うこととする。 

当社と一体となったグループ経営管理体制を構築するため、グループ経営管理規定を制定

し、これに基づいた運営を子会社に求めることとする。 

グループ全社でダイトロングループ行動憲章に基づいた業務活動を行うことにより、コン

プライアンスの維持向上を目指すこととする。 

当社並びに当社の子会社の監査役（社外監査役含む）は、グループ監査役連絡会を定期的

に開催し、グループ各社の監査に関する情報及び意見を交換し、グループ全体の企業統治を

担える体制をとることとする。 

 

８．当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に

関する事項及びその独立性に関する事項並びに当社の監査役の当該使用人に対する指示の実

効性の確保に関する事項 

監査役会が職務を補助すべき使用人を求めた場合、監査室がその職務を行うこととする。 

   監査役の職務を補助する使用人への監査業務に関する指揮命令権は監査役に属するものと

する。 



 

監査室長の人事異動に関しては、監査役会の承認を得た上で取締役会にて決定することと

する。 

 

９．当社並びに当社の子会社の取締役等及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の

監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制、及び当社の監査役に報

告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するため

の体制 

取締役会は監査役及び監査役会に対して、当社及び当社の子会社における次の事項を報告

することとする。 

  ａ）会社に著しい損害を及ぼす事項 

  ｂ）毎月の経営状況として重要な事項 

  ｃ）監査室の監査状況及びリスク管理に関する重要な事項 

  ｄ）重大な法令・定款違反 

  ｅ）その他内部通報制度により通報されたコンプライアンス上重要な事項 

前記に関わらず、監査役は必要に応じて、役員及び従業員に対して報告を求めることがで

きることとする。 

監査役に対して報告を行った者に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを

行うことを禁止し、コンプライアンスマニュアルにおいて通報者が不利益を被ることはない

と定めることとする。 

 

１０．当該監査役設置会社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その

他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

 監査役の監査業務に係る費用は会社が負担し、その必要額は年間予算を設定して確保す

ることとする。 

監査役より監査費用の前払請求や立替金の精算請求があった場合、会社は直ちにこれを

支払うこととする。 

 

１１．その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

 監査役監査規定の定めに基づき、監査役は重要な会議に出席して意見を述べると共に、

代表取締役と定期的に会合を持ち、代表取締役の経営方針を確かめると共に会社が対処す

べき課題、会社を取巻くリスクの他、監査役監査の環境整備状況、監査上の重要課題等に

ついて意見を交換することとする。 

 

以  上 


